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平成 15年 12月期中間および通期業績予想（連結・単独）の修正について 

 
平成 15 年 2 月 21 日付当社「平成 14 年 12 月期決算短信」において発表いたしました平成 15 年 12
月期中間および通期の業績予想（連結・単独）を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１．平成 15年 12 月期中間単独業績予想の修正 
〔単独〕                                 （単位：百万円） 
 売 上 高 加工売上高※ 経 常 利 益 当 期 利益 
前 回 予 想（A） 20,000     6,880    200      100      
今 回 予 想（B） 16,380     6,570    165      4 4      
増 減 額（B－A） △ 3 ,620      △ 310     △ 3 5      △ 5 6      
増 減 率  △ 18.1％   △ 4.5％   △ 17.5％   △ 56.0％   
前中間期実績 
（平成14年12月中間期） 18,028            6 ,233  7 0      3 7      
※「加工売上高」は、売上高から材料費を除いたものであり、利益との相関関係が高いため今回から開示することに
いたしました。 

 
２．平成 15年 12 月期中間連結業績予想の修正 
〔連結〕                                 （単位：百万円）  
 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利益 
前 回 予 想（A） 23,000     300      150      
今 回 予 想（B） 19,360     320      6 2      
増 減 額（B－A） △ 3 ,640         2 0      △ 8 8      
増 減 率 △ 15.8％  6.7％   △ 58.7％   
前中間期実績 
（平成 14年 12月中間期） 20,687     136      114      

 
３．中間業績予想修正の理由 
① 単独 
売上高につきましては、大型ガラス基板を中心とした液晶ガラス基板加工品の受注が拡大したものの、材

料費比率の高いカラーフィルタ基板加工品の受注減により予想額に対し△18.1％（△3,620 百万円）となる見

込みであります。しかしながら、利益との相関関係が高い加工売上高につきましては、当初の予想額6,880百

万円に対し△4.5％（△310 百万円）となる見込みであります。なお、前年中間期と比べますと、売上高では△

9.1％（△1,648 百万円）となるものの、加工売上高では＋5.4％（＋337 百万円）となる見込みであります。 

また、利益面につきましては、5 月 26 日に発生した三陸南地震による災害損失として 80 百万円の計上を

余儀なくされたことにより、予想額に対し未達となる見込みであります。 
② 連結 
連結子会社の業績が好調に推移したため経常利益では予想額を上回るものの、売上高および当期利
益は単独の影響を受け予想額を下回る見込であります。 



４．平成 15年 12 月期通期単独業績予想の修正 
〔単独〕                                 （単位：百万円） 
 売 上 高 加工売上高 経 常 利 益 当 期 利益 
前 回 予 想（A） 40,000     14,600     1,00 0      900      
今 回 予 想（B） 31,000     14,000     700      800      
増 減 額（B－A） △ 9 ,000     △ 6 0 0      △ 3 0 0      △ 1 0 0      
増 減 率 △ 22.5%    △ 4.1％   △ 30.0％   △ 11.1％   
前期実績 
（平成 14年 12月通期） 35,848     12,155    △ 5 7 6      △ 1 ,411     

 
５．平成 15年 12 月期通期連結業績予想の修正 
〔連結〕                                 （単位：百万円）  
 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利益 
前 回 予 想（A） 46,000     1 ,200     500      
今 回 予 想（B） 37,000     950      830      
増 減 額（B－A） △ 9 ,000     △ 2 5 0      330      
増 減 率 △ 19.6％    △ 20.8％   66.0％   
前期実績 
（平成 14年 12月通期） 41,654     △ 3 7 5      △ 1 ,285     

 
６．通期業績予想修正の理由 
① 単独 
 通期売上高につきましては、材料費比率の高いカラーフィルタ基板加工品の減少が影響し、前回予想に
対して△22.5％（△9,000 百万円）となる見込みであります。しかしながら、加工売上高におきましては、前回
予想の14,600 百万円に対し△4.1％（△600 百万円）となる見込みであります。 
 利益面につきましては、通期加工売上高未達の影響により前回予想を修正するものであります。 
なお、中間期に対して、下期加工売上高が増加することに伴い、下期の黒字幅は中間期に対し拡大する
見込みであります。 
 
② 連結 
 単独予想の修正に伴うものであります。 
 また、当期利益につきましては、単独業績の黒字転換による繰延税金資産計上額が増加することから、増
額を見込んでおります。 

 
 
 
［業績等の予想に関する注意事項］ 

 
以 上 

この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては現時点で得られた情報に基づいて算定しておりま
すが、不確定な要素を含んでおります。従いまして実際の業績等は、業況の変化により、この資料に記載されている
予想とは異なる場合がありますことをご承知おきください。 


